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問  題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○問題は、3ページ目から5ページ目までです。 
○解答用紙に受験番号と氏名を忘れずに書いてください。 
○英和辞典（ただし電子的な辞書を除く）を参照してもかま

いません。 
 



  

問題：以下の英文をよく読み、各設問に答えなさい。  
 
1. 下線部(1)の省略部分にはどのような結果の論文が引用されているか、述べなさい。 

2. 下線部(2)signaling effectとはどのようなものか、本文に沿って簡単に説明しなさい。 

3. 下線部(3)どのようなproblemかを説明しなさい。 

4. 下線部(4)何をunderstandしたのか説明しなさい。 

5. 下線部(4)その結果，どのような研究手法が採用されたのか，本文に沿って新しい

手法を２つ簡単に説明しなさい。 

6. 下線部(5)conclusionはどうであったのかを説明しなさい。 

7. 著者の研究手法を説明し，日本で実施する利点を本文に沿って説明しなさい。 
8. 本研究の結果を本文に沿って説明しなさい。 
 
   
 
 
以下，著作権保護のため本文は表示しません。 
 
出典:“The Returns to College Quality in Japan”, Makiko Nakamuro and Tomohiko Inui, November 
2013, Economic and Social Research Institute Cabinet Office. 



  

 

解 答 用 紙 
 

              受験番号（     ） 氏名     

 

1. ___________________________________________________________________  
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8. ___________________________________________________________________  
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